
風
間
直
樹
、
田
中
直
紀
、
塚
田

一
郎
、
水
落
敏
栄

【
祝
電
】

《
衆
議
院
議
員
》

石
﨑
徹
、
金
子
恵
美
、
長
島
忠

美
、
髙
鳥
修
一
、
漆
原
良
夫

《
参
議
院
議
員
》

風
間
直
樹
、
田
中
直
紀
、
塚
田

一
郎
、
佐
藤
信
秋
、
水
落
敏
栄

〈
敬
称
略
〉

建
設
・
技
術
本
部
技
術
統
括
部

長
、
大
川
幸
寛
中
日
本
高
速
道

路
㈱
技
術
・
建
設
本
部
建
設
企

画
部
担
当
部
長
、
前
邦
彦
西
日

本
高
速
道
路
㈱
建
設
事
業
本
部

建
設
事
業
部
長
、
大
庭
孝
之
首

都
高
速
道
路
㈱
計
画
・
環
境
部

担
当
部
長
、
岡
本
博
阪
神
高
速

道
路
㈱
取
締
役
常
務
執
行
役

員
、
金
崎
智
樹
本
州
四
国
連
絡

高
速
道
路
㈱
取
締
常
務
執
行
役

員
、
福
田
雅
旨
東
日
本
高
速
道

路
㈱
新
潟
支
社
支
社
長

【
国
会
議
員
・
代
理
】

《
衆
議
院
議
員
》

石
﨑
徹
、
細
田
健
一
、
金
子
恵

美
、
長
島
忠
美
、
漆
原
良
夫
、

菊
田
真
紀
子
、
斎
藤
洋
明
、
西

村
智
奈
美
、
鷲
尾
英
一
郎

《
参
議
院
議
員
》

森
昌
文
国
土
交
通
省
道
路
局
長

（
国
土
交
通
大
臣
代
理
）
、
寺

田
吉
道
新
潟
県
副
知
事
（
新
潟

県
知
事
代
理
）
、
古
木
岳
美
新

潟
市
副
市
長
（
新
潟
市
長
代

理
）
、
尾
身
孝
昭
新
潟
県
議
会

議
長

【
国
会
議
員
・
本
人
】

《
衆
議
院
議
員
》

黒
岩
宇
洋
、
中
原
八
一

《
参
議
院
議
員
》

佐
藤
信
秋
（
全
国
道
路
利
用
者

会
議
会
長
特
別
補
佐
）

【
国
土
交
通
省
】

藤
山
秀
章
国
土
交
通
省
北
陸
地

方
整
備
局
局
長
、
菊
地
春
海
国

土
交
通
省
道
路
局
環
境
安
全
課

長【
高
速
道
路
株
式
会
社
】

中
川
裕
明
東
日
本
高
速
道
路
㈱

成
28
年
10
月
13
日(

木)

に
広
島

市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
賛
成

多
数
で
了
承
さ
れ
た
。

最
後
に
、
村
山
秀
幸
全
国
大

会
実
行
委
員
会
副
委
員
長
（
上

越
市
長
）
の
閉
会
の
こ
と
ば
に

よ
り
大
会
が
終
了
し
た
。

大
会
後
、
吉
田
博
氏
（
新
潟

県
教
育
庁
世
界
遺
産
登
録
推
進

室
参
与
）
に
よ
る
講
演
会
「
世

界
遺
産
候
補

佐
渡
金
山
に
つ

い
て
」
が
行
わ
れ
、
終
了
後

に
、
越
後
・
し
ま
の
の
道
コ
ー

ス
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

の
道
コ
ー
ス
、
信
州
・
高
原
の

道
コ
ー
ス
に
わ
か
れ
道
路
視
察

が
行
わ
れ
た
。

《
関
連
記
事
は
２
・
３
面
》

視
し
た
道
路
整
備
を
進
め
、
地

域
の
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
」
と
道
路
整
備

を
求
め
る
意
見
発
表
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
大
会
決
議
案
を

入
村
明
妙
高
市
長
が
朗
読
し
、

全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
来
年
度
の
全
国
大
会

に
つ
い
て
、
常
光
秀
夫
広
島
県

・
広
島
市
道
路
利
用
者
会
議
事

務
局
長
か
ら
発
言
が
あ
り
、
平

展
を
強
く
願
っ
て

い
る
。
」
と
挨
拶

を
行
っ
た
。

議
事
で
は
須
藤

弘
三
全
国
道
路
利

用
者
会
議
副
会
長

（
宮
城
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
）
を

議
長
に
指
名
し
議

事
に
入
っ
た
。

最
初
に
、
上
村

憲
司
津
南
町
長
か

ら
「
防
災
、
減

災
、
老
朽
化
対

策
、
地
方
創
成
な

ど
は
、
地
方
に
お

い
て
も
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
対

策
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
特
に
地
方
創
成
は
人
口
減

少
に
よ
る
地
方
の
衰
退
に
対
応

す
る
た
め
総
力
を
挙
げ
て
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト

・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

促
進
や
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
重

「
新
潟
市
に
お
い
て
も
、
日
本

海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
や
、
航

空
機
産
業
の
育
成
を
図
っ
て
い

く
う
え
で
、
地
域
の
産
業
経
済

を
支
え
る
道
路
整
備
の
充
実
、

強
化
は
欠
か
せ
な
い
。
長
期
的

か
つ
安
定
的
な
道
路
整
備
の
一

層
の
推
進
に
向
け
、
全
国
の
関

係
す
る
皆
様
が
一
堂
に
会
す
る

こ
の
大
会
は
、
個
性
豊
か
な
地

域
の
発
展
に
向
け
て
、
非
常
に

意
義
深
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
尾

身
孝
昭
新
潟
県
議
会
議
長
が

「
地
方
が
活
性
化
す
る
た
め
に

は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
安

全
、
安
心
を
実
感
で
き
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
道
路
整
備
に

よ
り
、
命
の
道
と
し
て
緊
急
搬

送
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る

と
と
も
に
、
人
口
集
中
の
是
正

や
交
流
人
口
の
増
加
、
物
流
の

効
率
化
に
よ
る
産
業
の
地
方
分

散
な
ど
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発

的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
国
土
交
通
省
と
て
も
、

今
日
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
道
路

利
用
者
の
皆
様
の
幅
広
い
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
必
要
な
道
路

の
整
備
を
着
実
に
推
進
し
、
活

力
あ
る
国
土
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
」
と
挨
拶
を

し
た
。

地
元
か
ら
は
寺
田
吉
道
新
潟

県
副
知
事
（
新
潟
県
知
事
代

理
）
が
「
近
年
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
、
老
朽
化
し
た

道
路
施
設
の
維
持
、
補
修
な

ど
、
道
路
整
備
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
十
分

に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
。
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展

の
た
め
に
も
、
皆
様
と
連
携
し

な
が
ら
、
道
路
整
備
に
必
要
な

予
算
を
確
保
す
る
た
め
、
県
と

し
て
も
全
力
を
挙
げ
て
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
。
」
と
挨
拶
、

次
い
で
、
古
木
岳
美
新
潟
市
副

市
長
（
新
潟
市
長
代
理
）
が

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
国
民
の
理

解
を
得
る
た
め
に
、
声
を
大
き

く
上
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
戦
後
70
年
経
つ

今
、
新
し
い
道
路
事
業
の
問
題

も
さ
ま
ざ
ま
生
じ
て
い
る
。
そ

れ
に
ど
う
応
え
て
い
く
か
。
当

会
議
の
責
任
は
、
一
層
重
い
も

の
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
」
と

挨
拶
を
行
っ
た
。
次
に
、
森
昌

文
道
路
局
長
（
国
土
交
通
大
臣

代
理
）
が
「
公
共
事
業
予
算

は
、
長
期
的
、
安
定
的
、
持
続

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
開

会
挨
拶
で
は
じ
ま
っ
た
。
続
い

て
、
古
賀
誠
全
国
道
路
利
用
者

会
議
会
長
が
「
平
成
21
年
に
道

路
特
定
財
源
が
一
般
財
源
化
さ

れ
、
財
源
の
確
保
に
ま
す
ま
す

の
厳
し
さ
を
増
す
状
況
に
あ

る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
も
ま
だ
ま
だ
遠
い
状

況
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

私
ど
も
は
、
道
路
事
業
の
整
備

の
必
要
性
と
重
要
性
を
さ
ら
に

大
会
は
、
佐
藤
邦
義
全
国
大

会
実
行
委
員
会
委
員
長
（
田
上

町
長
）
の
「
本
県
は
、
高
規
格

幹
線
道
路
の
未
整
備
区
間
解

消
、
道
路
の
老
朽
化
対
策
、
防

災
、
減
災
対
策
及
び
交
通
安
全

対
策
な
ど
、
い
ま
だ
十
分
と
は

い
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ

ら
の
課
題
の
解
決
を
、
強
く
要

望
す
る
と
と
も
に
、
道
路
利
用

者
が
求
め
る
、
真
に
必
要
な
道

路
整
備
の
推
進
に
向
け
て
、
古

賀
会
長
の
も
と
に
総
力
を
挙
げ

11
月
５
日(

木)

、

東
京
・
日
比
谷
公
開

に
お
い
て
、
約
２
，

０
０
０
名
が
参
加
し

た
「
安
全
・
安
心
の

道
づ
く
り
を
求
め
る

全
国
大
会
」
が
、
全

国
道
路
利
用
者
会

議
、
道
路
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
全
国
協

議
会
、
全
国
高
速
道

路
建
設
協
議
会
、
全

国
街
路
事
業
促
進
協

議
会
の
四
団
体
共
催

に
よ
り
開
催
さ
れ

た
。
詳
し
い
内
容
は

12
月
号
に
掲
載
。

安全･安心の道づくりを求める全国大会 開催

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、
10
月
22
日
（
木
）
新
潟
県
新
潟
市
の
新
潟
県
民
会
館
「
大
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
第
65
回
全
国
大
会
（
臨
時
総
会
）
を
開
催
し
た
。
約
１
，
０
０
０
名
が
参
加

し
、
森
国
土
交
通
省
道
路
局
長
（
国
土
交
通
大
臣
代
理
）
、
寺
田
新
潟
県
副
知
事
（
新
潟
県
知

事
代
理
）
、
古
木
新
潟
市
副
市
長
（
新
潟
市
長
代
理
）
、
尾
身
新
潟
県
議
会
議
長
な
ど
、
来
賓

が
多
数
出
席
。
道
路
整
備
に
対
す
る
意
見
発
表
、
役
員
の
一
部
改
選
等
が
行
わ
れ
、
地
域
の
安

全
・
安
心
、
国
土
の
強
靱
化
、
地
方
創
生
を
実
現
し
、
必
要
な
道
路
整
備
を
着
実
に
推
進
す
る

こ
と
な
ど
を
求
め
る
大
会
決
議
の
採
択
を
行
っ
た
。
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